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１　事業の目的

２　当該年度の実施事業の概要

３　当該年度の実施事業の成果

４　今後の展開

５　廃棄物の削減・リサイクル，適正処理の促進の効果等を示す指標の数値
（指標：なし）

単位：

６　事業費の推移
単位：千円

　産業廃棄物処理の目指すべき方向性について検討を行い，施策に反映させることで，
廃棄物処理に対する県民の信頼性を高める。

平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

1,682 1,003 1,566

平成-年度 平成-年度 平成-年度 平成-年度

- - - -

排出事業者，処理業者，自治体関係者を交えて不適正処理がなされにくい産業廃棄物
処理システムのあり方について検討を行う「システム検討委員会」を開催するととも
に，排出事業者を対象に講習会及び出前講座を開催し，廃棄物処理法上の義務や果たす
べき役割について普及啓発を図った。併せて，優良な処理業者と「産業廃棄物の適正処
理推進に関する協定」を締結した。

また，県内産業廃棄物処理業者から処分実績及び収集運搬実績の報告を求め，ホーム
ページでの公開のため，データの集積等について業務委託を行った。

システム検討委員会については２回の開催を予定していたが，第２回は震災の影響で
開催出来なかった。排出事業者講習会については外部講師を招聘し３会場で実施し，ア
ンケートの結果からも受講者の満足度は概ね良好であった。出前講座についても１２会
場で開催し，一定の成果があったものと思われる。また，２４事業者と協定を締結し
た。
　なお，処理業者による収集運搬，処分実績については，ホームページで公表した。

引き続き検討委員会において適正排出の検討を行うとともに，排出事業者講習会及び
出前講座を実施し，排出事業者に対する適正処理の普及啓発に努める。併せて，優良事
業者育成のため協定締結事業者の拡大を図る。
　また，処理業者の実績についてホームページでの公表を継続する。

平成２２年度　産業廃棄物税基金充当事業　実績報告書

事業名：産業廃棄物処理システム健全化促進事業
事業実施予定期間：平成17年度～平成26年度
担当課室名：廃棄物対策課
担当班名　指導班・施設班

平成２２年度

2,074

平成２１年度

1,857

平成２０年度

290


